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全日本私立幼稚園連合会

『保育者としての資質向上研修俯瞰図』について
　不幸なことではあるが、近年頻発する青少年犯罪の分析によって、人間の育ちにおける乳幼児期の大切さがクローズアップされるようになってきている。また、人間としての本当の賢さも、この時期の教育の質が大きく影響することが、さまざまな脳科学の知見などからも明らかにされつつある。家庭教育と共にそれらの教育の中核を担っているのが、全国に8,000有余が点在するわが私立幼稚園である。
　保育者は日々学びを深くし、研鑽を積み重ねることの大切さについては衆目の一致するところであるが、日々の煩雑さは言うに及ばず、年を追うごとに徐々にその時間を見つけ出すことが難しくなっていることも事実である。そのような中で、市町村団体、都道府県団体、全日私幼連の各地区では、さまざまな規模で役職や経験年数別研修や課題ごとの研修など、年間に研修を計画し実行してきた。

　その内容は、普遍的に学ばなければならない課題や現代的な課題にはじまり、それぞれの課題克服や問題解決のための研修、ニーズによってもさまざま計画されている。忙しい時間の合間を縫って計画されている研修会ではあるが、その研修カリキュラムは教員養成学校卒業後、何をどのように学びつづけることが必要なのかの全体像が明らかにされているとはいえない中で、企画運営されている実態も散見されている。

　特に保育学は、教育学、心理学、看護学、近年は脳科学などの論理を基礎に、実践的方法論と子どもの心の内面を推察するという非常に難しい実践研究を積み重ねる中で成熟していくことを考えると、現任者の研修については、より系統的に構造化された全体像を構築する中で実施される必要がある。

　また、現代の家庭と幼児のおかれた生活環境を推察すると、幼稚園入園前は母子の固いカプセルの中での生活を余儀なくされ、ほとんど同年代の子どもとの自然なふれあいを期待することはできない。重ねて、多様な価値を持つおとなに接する機会もほとんどないのが現状である。初めての社会的な経験が幼稚園という子どもも少なくないのと同時に、母親も人間との関係に悩む姿も多く見られる。そのようなことを考え合わせると、従来の幼児に対する教育の専門性の他、母親に対する精神的サポートや、広汎性発達障がい児の療育のための社会的資本との連携など、家庭とさまざまな社会資本をつなぐ役割であるソーシャルワーカー的な素養も併せ持つ必要性が高まっている。
　そこで、幼児教育実践者集団である全日私幼連が、より深い専門性を得る必要性から、自ら現任者研修体系を構築することが危急の課題であると考え、ここに『保育者としての資質向上研修俯瞰図』を編成することとした。この俯瞰図は初級段階として、まず自分の保育を見つめ高めることから、中級は研修内容が自園全体へ広がることを視野に入れ、上級、主任、園長は幼児教育界全体への広がりを意識することなどを大切にしながら整理しそれを横軸とした。
　縦軸には（Ａ）子どもの人権（Ｂ）望ましい教師像（Ｃ）教育理論（Ｄ）幼児理解（Ｅ）保育の計画と実践（Ｆ）地域、家庭支援、教育相談――というカテゴリーに分けて整理してみた。
　この俯瞰図を参考に研修計画を組み立てることで、保育学全体を視野に入れた研修会が実施されることとなる。計画的に研修会を積み重ねることにより、教員の資質向上がもたらされ、結果として子どもたちに最善の利益が保障されることとなり、日本で生活するすべての子どもたちがより幸せに育つことにつながることを願ってやまない。

１．保育者としての資質向上研修俯瞰図とは

　　保育者に必要な学びの全体像をあらわしたものである。学習内容（課題）を分類し、習熟度や経験年数に応じて配列。「ビジョン」には各課題におけるねらいや取り組み方を記載した。

　　各地域、都道府県団体、各園等の研修実施者が、本俯瞰図を参考にそれぞれの立場で研修計画をたてることで、幼稚園界全体で学びの内容を共有し補完しあった、体系的な研修体制の確立を目指す。

○俯瞰図の構成

　　・縦軸

　　　Ａ＝子どもの人権：「子どもの人権教育」「子どもの健康と安全」

　　　Ｂ＝望ましい教師像：「教師の役割」

　　　Ｃ＝教育理論：「子どもの発達理論」「保育実践論」

　　　Ｄ＝幼児理解：「子どもの育ちと記録のとり方」「特別支援教育」

　　　Ｅ＝保育の計画と実践：「教育要領と保育計画」「保育の実践」「自己点検・自己評価と研修」

　　　Ｆ＝地域、家庭支援、教育相談：「保護者とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ」「家庭教育における保護者支援」「地域との連携」

　　・横軸

　　　Ⅰ＝初級：自分の保育を見つめ高めることから

（概ね1～3年目の内容と考えられる）
　　　Ⅱ＝中級：研修内容を自園全体へ広げることを視野に

（概ね4～6年目の内容と考えられる）
　　　Ⅲ＝上級､主任､設置者･園長：自園の運営にとどまらず幼児教育界全体への意識を

　　　　さらに縦軸には、Ａ～Ｆそれぞれの小項目ごとに算用数字（1～10）を付し、これによりすべての各課題を「Ａ１-Ⅰ～Ｆ６-Ⅲ」の記号であらわせるようにした。

２．俯瞰図の利用例

○研修実施団体では

・研修の実施にあたり、それぞれの都道府県団体・地域の実情により、「俯瞰図」のどの項目が園内研修もしくは園外研修で行なうべきものであるのかを選別して研修計画をたてる。

・都道府県私立幼稚園団体で実施できるもの、地区で実施するもの、ブロックや支部単位で実施するものなど、研修課題に漏れや重複のないよう調整したり、お互いに補完しあったりする。

・各私幼団体で実施されている新採研や現任者研修、あるいは都道府県主催の教育課程研修等についても、その研修内容が「俯瞰図」のどの項目にあてはまるのかを確認し、全体の研修体系（計画）の中に位置づける。

・地域内にある養成校に「俯瞰図」を示し、学内の講師候補の中で、誰が何の専門で「俯瞰図」のどの項目について講義できるのか情報収集を行なう。（全国版の講師リストの作成も視野に入れ、各都道府県団体で講師情報を集約する）

・研修受講者には、「俯瞰図」上の研修課題を修了したことに対する受講修了証の発行などを検討する。

○幼稚園では

・「俯瞰図」を通して、自園の得意または不得手な分野はどれかを自己分析し、自己点検・自己評価や園内研修の計画実施、園外の研修へ参加する際の資料とする。

・不得手な分野を補うための研修を計画し、得意な分野においては自らが地域の研修の講師を務めるなど、地域内で互いに協力しあう上での資料とする。

○現任者は

・「俯瞰図」をもとに、自分が今までに受けた研修（課題）、受けていない研修（課題）を把握し、自分が現在どのステージのどの場所にいるかを知り、自己の保育実践者としてのライフステージに偏りのないような研修を計画する。

○養成校では

・「俯瞰図」により、卒業までに学生に何をどこまで学ばせればよいか、現場でどのような知識・技術が必要であるかの目安がわかる。

・「俯瞰図」の中の各課題について教えられる講師陣をどれだけ多く抱えているかで、大学のイメージアップを図る。

・カリキュラム編成や授業改善の参考資料として活用する。
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